
安浦駅周辺地区，安浦町市原地区，安浦町中畑・下垣内地区ワークショップから，提案書が呉市へ提出されました。

この提案書は，各地区における地域団体の関係者や地域住民で構成するワークショップで，復旧・復興に向けたまちづくりに
ついて議論し，具体的な取組を取りまとめて作成されたものです。

令 和 元 年 ７ 月
発行 呉市復興総室
住所 〒7 3 7 - 8 5 0 1

呉市中央４-１-６
電話 25-5623/5627

回 次
ワークショップ開催日程

協議・検討内容等
駅周辺 市原 中畑・下垣内

第１回 Ｈ31.1.20 Ｈ30.12.22 Ｈ30.12.22 被害・避難・復興について

第２回 Ｈ31.2.9 Ｈ31.2.2 Ｈ31.2.2 復興に向けた取組について

第３回 Ｈ31.3.23 Ｈ31.3.16 Ｈ31.3.16
意見・要望の整理・集約
実施に向けた具体案の整理

第４回 Ｒ元.5.26 Ｒ元.6.2 Ｒ元.5.25 提案書のとりまとめ
▲ 中畑・下垣内地区第４回ワークショップの様子

ワークショップから提案書が提出されました

■ 提案書の策定経緯

呉市復興総室
ホームページ
ＱＲコード

安浦駅周辺地区の主な提案をご紹介します

ワークショップから提出された個々の提案については，今後，呉市で実現性や妥当性などについて検
討し，実施可能と判断したものについては，復興計画の基本方針に基づいて整理し，今年度上半
期を目途に地区計画として策定してまいります。

提案書は，呉市ホームページに掲載するとともに，安浦市民センターに印刷したものを置いておりま
すので，ご自由にご覧になれます。

１ 野呂川水系の確実な整備の実施

２ 安全な避難所・避難路の整備・備蓄の充実

３ 災害に強い土木施設等の整備

４ 地域での避難を支える仕組みづくり

５ 防災情報の確実な伝達

６ 日常生活の利便性の向上

 野呂川水系の土砂撤去及び早期復旧

 野呂川水系の河川整備方針・河川整備計画の
策定及び河川整備・強化の推進

 地区内への商業施設の誘致

 避難所・避難路の整備・見直し

 浸水軽減対策のためのポンプ場の機能強化

 被災橋りょうの復旧時の構造の見直し

 自主防災組織の再編・強化

 防災に関する研修・訓練

 防災行政無線の戸別受信機の設置

 野呂川ダムの異常洪水時防災操作の見直し

 ＩＴ等を活用した情報発信手法の検討
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いなし広場

１ 効率的な農地や道路の整備

２ 安全な避難所の整備

３ 災害に強い土木施設等の整備

４ 地域での避難を支える仕組みづくり

５ 防災情報の確実な伝達

６ 観光客を呼び戻す取組

７ 住まいと暮らしの再建

中畑・下垣内地区の主な提案をご紹介します

１ 安全性と賑わいを支える拠点の整備

２ 安全な避難路の整備

３ 災害に強い土木施設等の整備

４ 効率的な農地の整備

５ 地域での避難を支える仕組みづくり

７ 防災情報の確実な伝達
 避難場所・避難所を兼ねた多目的施設として，
「いなし広場」の整備・活用をすることの検討

 防災行政無線の戸別受信機の設置

６ 地域に賑わいを戻す取組の推進

市原地区の主な提案をご紹介します

 旧道と県道34号線を結ぶ道路の整備
 集落内道路の離合場所追加・安全面の
強化

 えん堤の早期整備，追加検討
 工事用道路の生活用道路としての活用
 集落内道路側溝，水路の復旧・整備
 県道34号線の歩道未整備区間への歩道の
設置

 被災した農地・水路の復旧
 農地の整形化・統合によるほ場整備の検討
 地域に適した産品の試験的生産等の検討

 防災に関する研修・訓練
 新たな避難所・避難場所の検討
 災害教訓の継承活動

 地区内への移住・定住促進に向けた取組
 集落景観，文化的資源などの保全・活用
 地域おこし協力隊の支援

 被災した農地のほ場整備手法も含めた復旧
 農地復旧に合わせた効率的な道路整備

 避難所（集会所）の新設，運営・利活用

 えん堤の早期整備・追加検討
 地区外アクセス道路の拡幅

 防災に関する研修・訓練
 新たな避難所・避難場所の検討

 防災行政無線の戸別受信機の設置
 避難所への情報発信設備の設置

 被災者生活再建支援制度の拡大
 テレビ受信や情報通信の環境整備の支援

 野呂川キャンプ場の機能拡充


